
産業廃棄物の排出及び処理状況等 

（2023年度実績）について 

 
 
 

2023 年度における全国の産業廃棄物の排出及び処理状況等について、調査した結果が公表さ

れました。 

 

（１）2023 年度 産業廃棄物総排出量：3 億 6,725 万トン（前年度：3 億 7,407 万トン） 

 

（２）業種別排出量 

 排出業種 排出量（排出割合） 前年度排出量（排出割合） 

1 電気・ガス・熱供給・水道業 9,732 万トン（26.5％） 9,826 万トン（26.3％） 

2 農業・林業 8,070 万トン（22.0％） 8,162 万トン（21.8％） 

3 建設業 7,991 万トン（21.8％） 8,024 万トン（21.4％） 

4 パルプ・紙・紙加工品製造業 2,730 万トン（7.4％） 2,778 万トン（7.4％） 

5 鉄鋼業 2,196 万トン（6.0％） 2,372 万トン（6.3％） 

 

（３）種類別排出量 

 廃棄物の種類 排出量（排出割合） 前年度排出量（排出割合） 

1 汚泥 1 億 5,854 万トン（42.1％） 1 億 5,832 万トン（42.3％） 

2 動物のふん尿 8,036 万トン（21.9％） 8,119 万トン（21.7％） 

3 がれき類 6,068 万トン（16.5％） 6,185 万トン（16.5％） 

 

（４）産業廃棄物の処理状況 

 処理区分 処理量（処理割合） 前年度処理量（処理割合） 

1 再生利用量 2 億 79 万トン（54.7％） 2 億 269 万トン（54.2％） 

2 減量化量 1 億 5,772 万トン（42.9％） 1 億 6,236 万トン（43.4％） 

3 最終処分量 875 万トン（2.4％） 902 万トン（2.4％） 

 

 

当社では産業廃棄物の分析に実績と豊富な経験があります。詳しくは、当社産業廃棄物分析担

当者（フリーダイヤル 0120-01-2590）までお気軽にお問い合わせください。 
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PFASの小冊子進呈中！ 
PFAS とは PFOS や PFOA などの有機フッ素化合物の総称で、撥水、撥油性を有し、難分解性で

安定しているために、様々な製品に使用されてきました。しかし、その安定性から環境中の残留性

や生体内への蓄積性が問題視され、国内外で規制の動きがあります。 

当社では、PFAS の規制などに関する情報を小冊子としてまとめ、希望者に進呈いたします。 
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